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心
臓
カ
テ
ー
テ
ル
セ
ン
タ
ー
の
ご
紹
介

　当
院
の
心
臓
カ
テ
ー
テ
ル
※
1

セ
ン

タ
ー
で
は
虚
血
性
心
疾
患
、
下
肢
動

脈
硬
化
症
、
心
臓
弁
膜
症
（
経
カ
テ
ー

テ
ル
大
動
脈
弁
置
換
術
：
T
A
V
I
）

な
ど
の
心
臓
病
に
対
し
て
質
の
高
い

医
療
を
提
供
で
き
る
診
療
体
制
を
整

え
て
お
り
、
下
記
に
ご
紹
介
す
る
す

べ
て
の
治
療
に
お
い
て
、
手
術
件
数

県
内
1
位
の
実
績
※
2
を
有
し
て
い
ま

す
。
宇
都
宮
医
療
圏
唯
一
の
救
命
救

急
セ
ン
タ
ー
を
持
つ
施
設
と
し
て
、

常
に
迅
速
で
高
度
な
医
療
が
実
践
で

き
る
よ
う
ス
タ
ッ
フ
一
同
24
時
間
体

制
で
努
力
を
続
け
て
い
ま
す
。

※

1
カ
テ
ー
テ
ル
と
は
手
首
や
足
の
付
け
根
の
血
管

　
　か
ら
挿
入
し
て
、
心
臓
や
全
身
の
血
管
の
検
査

　
　や
治
療
を
行
う
た
め
の
医
療
用
チ
ュ
ー
ブ
の
こ

　
　と
で
す
。

※

血
液
の
循
環
を
補
助
す
る
超
小
型
ポ
ン
プ
を
内

臓
し
た
カ
テ
ー
テ
ル
装
置
。

※

2

P
4
当
院
の
実
績
参
照
。

は
じ
め
に

セ
ン
タ
ー
の
特
徴

当1
．　当

院
は
、
手
術
の
必
要
性
（
適
応
）

を
吟
味
す
る
た
め
の
新
し
い
心
臓
の

検
査
で
あ
る
F
F
R
c
t
を
栃
木
県

で
初
め
て
導
入
し
ま
し
た
（
2
0
2
4

年
現
在
県
内
で
当
院
の
み
が
導
入
）。

　こ
の
検
査
は
冠
動
脈
が
狭
く
な
っ

て
心
臓
に
十
分
な
血
液
を
供
給
で
き

な
く
な
る
狭
心
症
の
疑
い
の
方
に
対

し
て
行
わ
れ
ま
す
。
本
来
は
入
院
し

て
血
管
に
針
を
刺
し
て
心
臓
の
血
管

ま
で
管
を
通
す
こ
と
で
や
っ
と
測
定

で
き
た
値
を
、
痛
み
を
伴
わ
ず
に
コ

ン
ピ
ュ
ー
タ
に
よ
る
シ
ミ
ュ
レ
ー

シ
ョ
ン
で
測
定
で
き
る
画
期
的
な
検

査
で
す
。

2
．難
易
度
の
高
い
手
術
が
多
い

❶
分
岐
部
病
変

　血
管
の
枝
分
か
れ
は
分
岐
部
と
よ

ば
れ
、
プ
ラ
ー
ク
（
油
か
す
）※
青
矢
印
を

処
理
せ
ず
に
ス
テ
ン
ト
を
留
置
す
る

と
、
図
の
よ
う
に
枝
分
か
れ
し
た
血

管
の
入
口
が
狭
く
な
る
※
赤
矢
印
こ
と
が

あ
り
ま
す
。

3
．心
臓
血
管
外
科
と
の

　
　
　
　

  

密
な
連
携
が
あ
る

　こ
れ
ら
の
複
雑
な
カ
テ
ー
テ
ル
手

術
を
行
う
際
に
は
、
状
態
が
悪
く

な
っ
た
際
に
心
臓
を
補
助
す
る
道
具

や
、
心
臓
血
管
外
科
の
バ
ッ
ク
ア
ッ

プ
が
必
要
不
可
欠
で
す
。
当
院
で
は

万
が
一
、
手
術
中
に
心
機
能
が
低
下

し
た
際
に
そ
の
機
能
を
肩
代
わ
り
す

る
「
イ
ン
ペ
ラ
※
」
を
保
有
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
技
術
の
高
い
心
臓
血
管

外
科
が
難
手
術
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
い

ま
す
。
こ
の
よ
う
な
体
制
か
ら
、
他

院
で
開
胸
手
術
が
必
要
と
言
わ
れ
た

患
者
さ
ん
で
も
カ
テ
ー
テ
ル
治
療
を

完
遂
で
き
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
や

は
り
カ
テ
ー
テ
ル
治
療
に
よ
る
リ
ス

ク
が
高
い
と
判
断
さ
れ
た
場
合
、
心

臓
血
管
外
科
と
密
な
連
携
を
も
っ
て

開
胸
手
術
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。

❷
石
灰
化
病
変

　石
の
よ
う
に
固
く
な
っ
て
し
ま
う
石
灰
化

に
よ
っ
て
血
管
が
広
が
ら
な
い
場
合
が
あ
り

ま
す
。現
在
3
つ
の
治
療
方
法
が
あ
り
、当
院

で
は
す
べ
て
が
対
応
可
能
で
す
。「
適
材
適
所
」

に
こ
れ
ら
の
道
具
を
使
い
分
け
る
こ
と
が
重

要
で
す
。

　1
．回
転
式
冠
動
脈
ア
テ
レ
ク
ト
ミ
ー
、2
．

ダ
イ
ア
モ
ン
ド
バ
ッ
ク
は
ド
リ
ル
が
高
速
回

転
を
す
る
こ
と
で
石
灰
化
を
薄
く
し
ま
す
。

3
．シ
ョ
ッ
ク
ウ
エ
ー
ブ
は
バ
ル
ー
ン
か
ら

衝
撃
波
を
照
射
し
て
石
灰
化
亀
裂
を
入
れ
て

拡
張
し
や
す
く
す
る
道
具
で
す
。石
灰
化
の
容

積
は
減
ら
せ
ま
せ
ん
が
、心
機
能
の
低
下
な
ど

の
理
由
で
リ
ス
ク
が
高
い
患
者
さ
ん
に
も
安

全
に
施
行
で
き
ま
す
。

　合
併
症
を
防
ぐ
た
め
に
、画
像
所
見
か
ら
綿

密
な
戦
略
を
た
て
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　こ
れ
を
予
防
す
る
べ
く
方
向
性
粥

腫
切
除
術
（
D
C
A
）
を
行
い
ま
す

1
2
の
よ
う
に
D
C
A
カ
ッ
タ
ー
で

プ
ラ
ー
ク
を
切
削
後
、
3
の
ス
テ
ン

ト
留
置
を
行
え
ば
血
管
の
広
さ
を
保

て
ま
す
。

F
F
R
c
t
を
導
入

❸
慢
性
完
全
閉
塞
性
病
変
（
C
T
O
）

　冠
動
脈
が
詰
ま
っ
て
か
ら
長
時
間
経
ち
硬

く
な
っ
て
い
る
た
め
カ
テ
ー
テ
ル
治
療
が
非

常
に
困
難
な
病
変
と
し
て
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

当
院
で
は
逆
行
性
の
ワ
イ
ヤ
ー
通
過
や
、血
管

内
超
音
波
を
用
い
て
ワ
イ
ヤ
ー
を
誘
導
す
る

な
ど
最
新
の
テ
ク
ニ
ッ
ク
を
用
い
て
9
0
％

前
後
の
高
い
成
功
率
を
達
成
し
て
い
ま
す
。

1.回転式冠動脈アテレクトミー
（rotablator） 

インペラ

2. ダイアモンドバック（OAS） 3. ショックウエーブ（IVL）

しもじ・けんいちろう

心臓カテーテル センター長
（兼）循環器内科 主任診療科長

下地  顕一郎医師

【当院の実績】2021年度の手術件数は709件と全国で28位、栃木県内で1位でした。
2023年度は800件を超える手術数を見込んでいます。

インペラ

1 2 3

特 集 2

患者さんに安全かつ最善の治療をできるように
メンバー一同日々研鑽を積んで治療技術の向
上、アップデートに努めています。治療困難と
診断された患者さんもお待ちしていますので、
よろしくお願いいたします。

方向性冠動脈粥腫切除術（DCA）

回転式冠動脈アテレクトミー

ダイアモンドバック（OAS）

ショックウエーブ（IVL）

年 38件

年104件

累積140件

年32件

（2023年）

（2023年度）

（2024年1月現在）

（2023年度）

県内1位

・方向性粥腫切除術（DCA）指導医（プロクター） 
県内で１名

・ロータブレーター治療指導医（プロクター）
県内で3名のうちの１名

・日本慢性完全閉塞インターベンション会議認定術者
県内で１名

“TAVI”
について
詳しくは
コチラ
▼

“FFRct”
について
詳しくは
コチラ
▼

ステントプラーク

じ
ゅ
く

し
ゅ




